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益城の文芸

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

よ
し

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
増
加
の
一
途
。
高
齢

化
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、
今
後
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
増
加
に
伴
い
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
所
要
時
間
も
伸
び
て
い
ま
す
。
一

刻
を
争
う
事
故
や
急
病
が
発
生
し
た
際
に
、
救

急
隊
の
到
着
が
遅
れ
る
と
、
救
え
る
命
も
救
え

な
い
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人
の
う
ち
、

医
師
の
診
察
に
よ
り
軽
傷
と
判
断
さ
れ
た
人
の

割
合
は
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
限
ら
れ
た
救
急
車
を
有
効
活
用
し
、

緊
急
性
の
高
い
人
の
命
を
救
う
た
め
に
も
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に
困
っ
た
ら

・
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー（
15
歳
以
上
）
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地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
の
発
生
後
に
は
、

そ
れ
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
が
多
発
し
ま
す
。

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
家
屋
の

修
理
内
容
や
修
理
代
金
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
、
保

険
金
を
口
実
に
し
た
勧
誘
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
地
域
だ
け
が
悪
質
商
法
に

狙
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地
で
、

寄
付
金
や
義
援
金
を
装
っ
た
詐
欺
も
多
数
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
て
も
、
そ
の
場
で

は
決
し
て
契
約
や
判
断
を
せ
ず
、
複
数
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
る
、
家
族
や
友
人
に
相
談
す

る
な
ど
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
注
意
！

そ
の
通
報
、
本
当
に
緊
急
で
す
か
？

令和 7 年 町内の
事故・事件の発生状況

令和 7 年
町内の火災等発生状況

発生区分 8 月中 累計

火災

建物 0 6

車両 1 1

林野 0 0

その他 1 1

警戒出動 1 14

救急出動 174 1,258

救助出動 0 6

事故・犯罪
区分 8 月中 累計

人身事故 3 39

物損事故 106 620

空  き  巣 0 2

自販機狙い 0 0

万  引  き 1 12

オートバイ盗 0 0

自転車盗 0 2

車上狙い 0 2

◆
か
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消
費
者
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火
と
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問 ■
困
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た
時
は
す
ぐ
に
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談

・��

熊
本
県
消
費
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活
セ
ン
タ
ー

☎
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・
消
費
生
活
相
談
室

本
紙
裏
面
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

来を担う子ども・若
者が尊重され、健や

かに育ち、活躍する。そして安心して子育てが
できるまちづくり。益城町はその実現のため、「こ
どもまんなか益城町」という基本理念を掲げてい
ます。この理念に基づき、町の保育所や幼稚園
などでも、子どもの人権を尊重し、子どもたち
の健やかな成長を図るために、さまざまな取り
組みを進めています。
　子どもたちの声に耳を傾けることもその一つ
です。例えば、保育の活動や遊びを決めるとき
には、「今日は何をして遊びたい？」と尋ねます。
そうすることにより、子どもたちは自分の思い
が大切にされていることを感じ、安心感を持つ
と同時に自分で決めることの大切さを学びます。
　また、着替えやトイレなど、子どものプライ

Vol.533 「こどもまんなか益城町」

未 バシーを守るために、個室などを活用し、子ど
もたちが安心して過ごせる空間を用意していま
す。これは、「自分のことも他者のことも大切に
する」という気持ちを育みます。
　このように、子ども一人ひとりの人権を尊重
し、寄り添い、適切なサポートを行うことは、
子どもたちのそれぞれの個性や才能を存分に伸
ばし、安心感、信頼感、自己肯定感を育むこと
につながります。そして、保護者にも安心感を
与え、結果として子育てしやすいまちづくりに
もつながっていくのです。
　子どもの人権を尊重するということは、単に
保護するだけでなく、一人の人間として認め、
それを示すことです。子どもたちがいつでも笑
顔でいられるよう、子ども一人ひとりの人権に
対し、しっかりと向き合っていきたいものです。

ゆ
う
づ
つ
は
飛ひ

機き

の
点
滅
と
西
空
に
一
瞬
重
な

り
ひ
と
き
わ
放
つ　
　
　
安
永　
守も
り
住ず

み　
孝た

か
子こ

末
武
師
短う

歌た

の
導
き
た
ま
わ
り
し
穏お

だ
し
き
人
柄

偲し
の

び
つ
つ
お
り　
　
　
　
惣
領　
島し

ま
田だ　
葊ひ

ろ
子こ

朝
凪
の
鏡
の
海
に
雲
が
わ
き
バ
ヂ
タ
ー
ブ
ル
ー

に
心
は
染
ま
る　
　
　
　
木
山　
赤あ
か
城ぎ　
香か

織お
り

散
歩
道
夏
草
の
陰
で
虫
の
声
処し

ょ
暑し

ょ
過
ぎ
て
秋
待

ち
わ
び
る　
　
　
　
　
　
広
崎　
日ひ

野の

ヒ
ロ
子こ

城し
ろ
址あ

と
を
た
ず
ね
て
涼
し
森
な
か
の
落
葉
の
う
え

を
白
猫
歩
む　
　
　
　
　
惣
領　
垣か
き
野の　
幸こ

う
一い

ち

大
手
ふ
り
帰
っ
て
い
く
孫
東
京
へ
雲
間
に
の
ぞ

く
夕
日
背
に
受
け　
　
　
広
崎　
大お
お
原は

ら　
　
郁い

く

一
人
だ
け
金
婚
式
も
乙
な
も
の
幸
せ
感
じ
ま
だ

ま
だ
元
気　
　
　
　
　
　
馬
水　
増ま
す

田だ　
訓く

に
子こ

週
一
の
麻
雀
教
室
待
ち
わ
び
て
老
い
を
忘
れ
し

カ
タ
ル
の
集
い　
　
　
　
惣
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清し
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宏ひ

ろ
し

終
戦
日
黙も

く
禱と

う
の
声
流
れ
来
る
街
行
く
人
は
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を

止
め
た
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惣
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甲か

斐い　
道み

ち
夫お

熱
中
症
気
を
付
け
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ね
と
息
子
か
ら
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れ
し
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思
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流
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が
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み
時し

ぐ
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る
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の
訃
報
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